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〇分散登校・時差登校 
６月１日（月）～１２日（金）により、接触機会・時間を減らす。この間に、学校関係者に感染

が起こっていないことを確認し、給食をスタート（１年は２２日より）、通常日課とする 

 

〇登下校 
分散登校時は地区別とすることで、きょうだいや近隣の子どもたちが同じ時間に登校し、危険に

対しお互いが注意しあい、助け合いながら登校できるようにする 

地域・校外委員に登下校の見守りを要請する 

昇降口には教職員を配置し、入場制限により密を避ける 

教職員による校門、教室での誘導、見守りを行う 

 

〇休み時間 
当面の間、教職員による見守りを行う 

 

〇授業 
コロナウィルスに対する正しい知識の指導（テレビ放送・共通の資料） 

コロナウィルスから身を守る術の指導（テレビ放送・共通の資料） 

コロナいじめの防止、人権教育の強化（テレビ放送・共通の資料） 

飛沫感染・接触感染等予防のため、児童の活動を制限 

（例：吹く楽器、大きな声を出す活動、調理実習、ボール運動、グループでの実験 等） 

体育でのマスクははずす（しまい方） 

校外学習は当面の間中止 
年間学習指導計画の見直し 

教科横断的指導の模索 

ICT を用いた授業の研究 

 

〇石けん手洗いの徹底 
確実に手洗いができるように各洗い場に手洗いのやり方を掲示 
手洗い歌等で確実に洗うことができるように指導（テレビ放送・共通の資料） 

原則クラスごとに使用する水道を決めて使用クラスを表示 

待機線等で待機場所を明示 

洗うタイミングを具体的に指示 

登校したら  外から帰ったら  共有物を触ったら 給食の前  トイレの後 等 
 

〇換気の励行 
欄間は常時開放し教室と廊下の窓を開放する 

朝は必ず 日中は1時間に１回 

常時少し（対角線上で10cm 程度）開けておく 

気温によってはエアコンを併用する 

 

〇健康観察  
家庭で記入した健康観察票を確認、チェック、返却 

健康観察票および朝の健康観察で所見のあった児童の元気調べへの健康状態の記入 

 



〇咳エチケット  
マスクの着用を原則とする 

マスクのないとき、外しているときの指導（咳やくしゃみは腕で隠す等） 
 

〇給食 
手洗いの徹底 

給食当番の配膳は最低人数で 

グループにはせず、前を向いて食べる 

お代わり等で唾液の混入をさせないようにする 

ワゴンの運搬、牛乳パックやごみの処理は児童ではなく担任が行う 

 

〇児童の下校後の環境整備 
消毒作業を学年で分担して実施 

消毒後、コロナ関連情報板のチェック表に「済」を記入 

➡ＰＴＡ本部にボランティア募集を依頼中 

➡保護者にスプレーボトルの寄付を依頼済 
 

〇専門家と連携した心のケア 
相談先の紹介（校内・校外） 

今年度はスクールカウンセラーの勤務日増 

心の教育相談員の時間増 

 

〇学校行事等の見直し 
夏季、秋季、冬季休業期間は教育委員会の指示に従う 

学校行事は全面的に見直し、授業時間を確保する 

（実施することに意味はあるか 危険はないか 代替案はないか 子どもが納得できるか…） 

 

〇感染が疑われた場合の対応 
フローの作成（隔離場所、教職員の配置、連絡手順 等）と周知 

 

〇その他 
基礎疾患（糖尿病、川崎病、喘息、免疫不全…）がある児童は事前に主治医と相談の上登校 

児童の個別の携行品（マスク、消毒用ジェル、ハンカチ、ティッシュ、フェイスガード…）の持

参は衛生にかかわるものは認めるが、貸し借りはさせない 


